
※ 管理形態欄には、直営・管理委託・指定管理者の別を記入

２．現指定管理者の概要【施設所管課記入】

３．施設の概要【施設所管課記入】

（様式第１号）

指定管理者制度導入施設の管理運営に関する評価票（評価対象年度：令和６年度）

施 設 の 名 称 宮城県岩出山牧場

指 定 管 理 者 の 名 称 公益社団法人みやぎ農業振興公社

施 設 所 管 部 課 （ 室 ） 農政部畜産課

１．当該施設の管理形態の推移【施設所管課記入】

期　　　　　             間 管理形態 指定管理者（管理受託者）の名称 摘 要

　　　　　　　　 　　～ 　平成１８年３月 管理委託 社団法人宮城県農業公社

平成１８年４月 　～　 平成２１年３月 指定管理者 社団法人宮城県農業公社

平成２１年４月 　～　 平成２６年３月 指定管理者 公益社団法人みやぎ農業振興公社

平成２６年４月 　～　 平成３１年３月 指定管理者 公益社団法人みやぎ農業振興公社

平成３１年４月 　～　 令和　６年３月 指定管理者 公益社団法人みやぎ農業振興公社

令和６年４月　～　 令和11年３月 指定管理者 公益社団法人みやぎ農業振興公社

指 定 管 理 者 の 名 称
名  称 公益社団法人　みやぎ農業振興公社

所在地 仙台市青葉区堤通雨宮町４番１７号

指 定 期 間 　令和６年４月１日　～　令和１１年３月３１日　（５か年）

募 集 方 法 　□　公募　　■　非公募

施 設 の 名 称 宮城県岩出山牧場

所 在 地 宮城県大崎市岩出山、加美郡加美町

設 置 年 月 昭和４６年５月

根 拠 条 例 等 公共育成牧場条例（昭和４６年条例第１９号）

設 置 目 的
県有牛の飼養管理、肉用牛集団育種推進事業における産肉能力検定事業、乳用牛及び肉用
牛の預託育成事業

施 設 の 内 容

敷 地 面 積 １，４11，921.95㎡

構 造 放牧地、植林地、事務所・畜舎等の建物２８棟、工作物　ほか

内 容

・放牧地：約８１３，０００　㎡
・建物敷地：約３０，０００　㎡
・その他（植林地等）：約５６９，０００　㎡
・主たる建物（事務所１棟、事業用建物その他１５棟、宿舎１棟）
・工作物　サイロ３基（タワー２基、バンカー１基）

開 館 （ 所 ） 日 　

開 館 （ 所 ） 時 間 　午前　　時　　分　～　午後　　時　　分

指 定 管 理 者 が 行 う
業 務 の 範 囲

１　施設全体の管理運営業務
　　施設全体の運営マネジメント業務、施設の総務・経理業務、施設・機械・設備の維持管理
　　業務（除草、除雪等含む）、草地管理業務、衛生・防疫管理業務（環境整備等含む）ほか
２　事業実施に関する業務
　　(１)預託事業（施設の使用許可、預託牛募集に関する業務、預託牛の飼養管理業務等）
　　(２)県有牛飼養管理業務
　　(３)種付業務（県有牛への種付業務、預託牛への種付業務、人工授精用精液の管理等）
　　(４)検定業務（直接検定）

利 用 料 金 制

採 用 の 有 無 　■　有　　□　無

利 用 料 金 の 名 称 牧場使用料、人工授精料、除角料



４．施設利用実績【施設所管課記入（太枠内は指定管理者記入）】

 (1) 開館（所）日数及び利用者数

日 日 日

人 人 人

※ 対象施設が複数ある場合は施設ごとに記入

 (2) 延べ利用者数の内訳

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

５．管理運営収支実績【施設所管課記入（太枠内は指定管理者記入）】

 (1) 収入

 (2) 支出

 (3) 収支

項　　　　　目

事業計画 実　　績
対計画比
(C)/(A)

対前年度比
(C)/(B)

評価対象年度
（令和６年度）

(A)

前　年　度
（令和５年度）

(B)

評価対象年度
（令和６年度）

(C)

開館（所）日数 365 365 365 100.0% 100.0%

延べ利用者数 80 53 98 122.5% 184.9%

項　　　　　目

事業計画 実　　績
対計画比
(C)/(A)

対前年度比
(C)/(B)

評価対象年度
（令和６年度）

(A)

前　年　度
（令和５年度）

(B)

評価対象年度
（令和６年度）

(C)

預託利用 30 51 32 106.7% 62.7%

実習(宮城県農業大学校）等 20 32 18 90.0% 56.3%

施設見学・視察等 30 0 48 160.0% #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

合　　　　計 80 83 98 122.5% 118.1%

（単位：千円、％）

項　　　　　目

事業計画 実　　績
対計画比
(C)/(A)

対前年度比
(C)/(B)

評価対象年度
（令和６年度）

(A)

前　年　度
（令和５年度）

(B)

評価対象年度
（令和６年度）

(C)

県指定管理料 93,338 84,069 93,338 100.0% 111.0%

利用料金収入 5,594 4,847 3,385 60.5% 69.8%

その他 170 421 488 287.1% 115.9%

収 入 計　(ａ) 99,102 89,337 97,211 98.1% 108.8%

人件費 42,946 42,399 44,064 102.6% 103.9%

施設管理費 7,624 7,060 7,310 95.9% 103.5%

事業運営費 58,750 50,704 55,505 94.5% 109.5%

その他 #DIV/0! #DIV/0!

支 出 計　(ｂ) 109,320 100,163 106,879 97.8% 106.7%

収    支  (ｃ)=(ａ)-(ｂ) -10,218 -10,826 -9,668 94.6% 89.3%

前期繰越収支差額 #DIV/0! #DIV/0!

次期繰越収支差額 #DIV/0! #DIV/0!

　※　自主事業を実施している場合は、上記に準じて、自主事業の収支実績を別掲



（別掲）

自主事業収支実績

 (1) 収入

 (2) 支出

 (3) 収支

#DIV/0!

利用料金収入 3,995

#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0!

4,506 4,097 102.6%

（単位：千円，％）

項　　　　　目

事業計画 実　　績

事業運営費

人件費 1,800

対計画比
(C)/(A)

対前年度比
(C)/(B)

評価対象年度
（令和6年度）

(A)

前　年　度
（令和5年度）

(B)

評価対象年度
（令和6年度）

(C)

県指定管理料

90.9%

その他 #DIV/0! #DIV/0!

収 入 計　(ａ) 3,995 4,506 4,097 102.6% 90.9%

1,800 1,800 100.0% 100.0%

施設管理費 140 143 #DIV/0! 102.1%

1,475 1,168 984 66.7% 84.2%

その他 #DIV/0! #DIV/0!

支 出 計　(ｂ) 3,275 3,108 2,927 89.4% 94.2%

収    支  (ｃ)=(ａ)-(ｂ) 720 1,398 1,170 162.5% 83.7%

前期繰越収支差額 #DIV/0! #DIV/0!

次期繰越収支差額



６．評価対象年度（令和６年度）の管理運営評価【指定管理者・施設所管課記入】

評価 評価

2 人 7 人

主
な
視
点

項　　目
事業実績

【指定管理者記入】
指定管理者の自己評価

【指定管理者記入】
県の評価

【施設所管課記入】

経
済
性

施設・設備の維
持管理業務の

実施

施設の簡易的な修繕
畜舎および周辺の環境整備、衛生対策の実
施
機械の定期点検および運行前点検の実施
消防設備点検の実施

施設、機械等の老朽化が進む中、各設備の
状況の把握と使用前点検、および定期点検
を行い、適正に維持管理することができた。

A

施設・機械の老朽化が顕著となっている中、
日常的な保守点検や修繕が適切に実施さ
れ、危険な箇所については速やかな報告に
より修繕ができており、安全かつ効率良く維
持管理が行われている。

A

収支実績
上記「５．管理運営収支実績」の
とおり

資材・飼料費高騰の中、自給飼料生産に力
を入れるなどできうる限りの経費の削減に努
めたことなどにより、支出は計画に対して実
績がやや下回ったが、収支実績はマイナス
であった。

Ｂ

飼料や燃料等の高騰の影響が大きく、支出
も増加したため、自給飼料の収量増など経
費削減に向けて今後さらなる工夫・改善が
必要である。
また、人件費について、事務管理業務につ
いても適宜見直すこと。

Ｂ

効
率
性

管理運営体制

牧場全体の管理運営に必要な人員の確保
職員の資質・能力の向上を図るための研修
等に参加
・中央畜産技術研修会
・畜産経営担い手育成に係わる研修会
・畜産経営技術高度化促進事業に係わる
経営者セミナー

飼養管理および施設の維持管理を効率的
かつ適切に行うための人員を確保し、適正
な配置を行った。また、5カ年の指定管理計
画に基づき若手職員の育成及び技術の向
上に努めた。

A

施設全体のマネジメントとして総務・経理業
務及び施設・機械・設備維持管理業務を含
む各種業務を実施し、適正な体制により管
理運営を行った。
人手の確保が非常に厳しい環境であること
から、引き続き人材の獲得・育成等にも努め
られたい。

A

人員体制 正規 非正規

運営業務（ソフ
ト事業等）の実

施

肉用牛繁殖育成事業の実施（40頭配布）
和牛産肉能力直接検定事業の実施(17頭
検定）
肥育事業実施（15頭販売）
預託事業の実施（前期45頭後期42頭）
草地管理の実施（収量279.6t）

事業推進にあたっては、家畜保健衛生所、
畜産試験場、獣医師の指導のもと、衛生、
防疫の管理を徹底した。また、日常から職員
間で情報を共有し、早期発見、早期治療に
努め、効率的に飼養管理を行った。

A

獣医師の指導に適切に対応し、疾病や死産
の発生は少なく、子牛の発育も改善されてお
り、概ね善良な管理がなされている。
骨折による斃死が発生したが、これは防ぐこ
とが難しい事象であったため、引き続き施設
の点検・補修等を行い、家畜事故の発生を
出来る限り防ぐよう努められたい。

A

有
効
性

利用実績 上記「４．施設利用実績」のとおり

利用農家が畜産を廃業することで利用頭数
は減少傾向にあるが、預託事業の周知に努
めたことで、新規の利用者を2戸2頭確保し
た。今後も効果的な周知に継続して取り組
む。

Ｂ

利用農家の廃業に伴い、利用頭数も減少し
たが、県事業の農家巡回の際に帯同して農
家や農協へ積極的に周知を行うなどの取組
により、新規の利用者を獲得した点について
は評価できる。引き続き利用者が増えるよう
努められたい。

利用者の苦
情、要望等の

把握とその反映

利用農家へのアンケートを実施
預託利用料金に関係する意見があったが、
現状は対応困難で、今後検討したい。

預託事業利用農家からアンケートをとり要望
等の把握に努めたが、「利用料金」は概ねが
「妥当」、「次年度の預託利用」についても多
くが「希望する」との回答であり良好であっ
た。

A

Ｂ

利用者サービス
の向上

預託牛募集リーフレットの配布及びＨＰ掲載
による周知
農業者研修施設（県農大）学生作業実習の
実施
来訪者に対しての対応徹底

研修者、預託者、直検牛飼養者、来訪者な
どへの場内案内を行い、また電話での問い
合わせにも丁寧に対応した。

A

見学の受入（延べ66名）、預託希望者への
事業説明に加え、預託者に対する預託牛の
現状報告を行うなど利用者に向けた適切な
サービス提供が行われている。

A

主な利用者である預託事業利用者にアン
ケートを実施し、意見・要望を把握しており、
問合せについても丁寧に回答し理解を得て
いる。

A

そ
の
他

県民の平等利
用

県内全域を対象にした預託事業を行った。
公社ホームページや市場上場時のパンフ
レット配布などで広く周知を行い、県民の平
等利用に努めた。

施設の利用について広く周知するとともに、
牧場案内、預託事業などの利用希望者に対
して、家畜飼養衛生管理にも留意しながら、
可能な限り利用していただけるように努め
た。

A

預託事業の周知において、県内全域から生
産者の集まる家畜市場でのパンフレット配布
や、県出先機関・市町村等と連携するなど、
県内に広く周知されている。

A

安全対策

日常作業での安全確認を徹底し、安全対策
に対する意識向上が図られている。また、危
険を伴う種雄牛候補牛（直接検定牛）の管
理においては、独自の安全マニュアルに基
づく対応により事故無く作業されている。

A
作業管理マニュアルの徹底
安全衛生大会の参加

作業管理マニュアルを作成し、安全対策を
徹底した上での飼養管理に努めた。また公
社主催の安全衛生大会に出席し職員の意
識を高めることができた。

A



評価 評価

　　　【指定管理者が行う自己評価の基準（目安）】

　

　　　【県が行う評価の基準（目安）】

　

７．施設管理運営の課題等【指定管理者・施設所管課記入】

主
な
視
点

項　　　　目
事業実績

【指定管理者記入】
指定管理者の自己評価

【指定管理者記入】
県の評価

【施設所管課記入】

その他の取組 　環境配慮の取組の徹底。 　環境配慮の取組を積極的に行った。 A

A

自主事業の実
施

周年預託事業の実施（11月～3月）
農家からの「非放牧期間（11月～4月）」に
係る預託希望に応えるため、周年で預託牛
の受け入れを実施した。

A

利用農家の廃業に伴い、利用頭数も減少し
たが、県事業の農家巡回の際に帯同して農
家や農協へ積極的に周知を行うなどの取組
により、新規の利用者を獲得した点について
は評価できる。引き続き利用者が増えるよう
努められたい。

A

個人情報の保
護

取扱の書類は利用目的以外に使用しない
旨、利用農家へ公表
個人情報が記載されている書類は金庫にて
保管
個人情報の漏洩を防ぐためファイルにパス
ワードを設定

　個人情報保護法に基づき個人情報の適
正な管理を行った。

環境に配慮した再利用や節減の取組は、高
く評価できる。 A

総　合　評　価
　施設の整備・維持管理、預託牛・県有牛
の飼養管理、および検定事業の実施などを
適正に行うことができた。

Ａ

施設設備等の維持管理、預託牛の飼養管
理及び利用料金制に係る経理事務、県有
牛の飼養管理及び検定業務等、多岐に渡
る業務をその高度・専門的技能により適切に
実施されていたと認められる。

A

そ
の
他

A

預託者の個人情報は、事務担当者のみが
閲覧可能であり、必要に応じて、事務担当者
から場長または預託管理者に情報を部分提
供するといった対応を行っており、預託者情
報等の個人情報管理は、適切に実施されて
いると認められる。

評　　価 評　　価　　の　　考　　え　　方

Ｓ  年度事業計画書等の内容を上回る実績であり、優れた管理運営を行った。

Ａ  年度事業計画書等の内容と同程度の実績であり、適正な管理運営を行った。

Ｂ  年度事業計画書等の内容を下回る実績であり、さらなる工夫・改善が必要である。

Ｃ  年度事業計画書等に基づく管理運営が適切に行われなかった。大いに改善努力が必要である。

評　　価 評　　価　　の　　考　　え　　方

Ｓ  年度事業計画書等の内容を上回る実績であり、優れた管理運営が行われた。

Ａ  年度事業計画書等の内容と同程度の実績であり、適正な管理運営が行われた。

Ｂ  年度事業計画書等の内容を下回る実績であり、さらなる工夫・改善が必要である。

Ｃ  年度事業計画書等に基づく管理運営が適切に行われたとは認められず、大いに改善努力が必要である。

項　　　　目
指定管理者

【指定管理者記入】
県

【施設所管課記入】

管理運営の課題等

・資材・飼料価格の高騰が継続してることなどにより5カ年の事業計画の
想定を超える厳しい管理運営を余儀なくされている。
・厳しい物価高騰に対応するための効率的な資材購入と直営による器材
作成及び施設補修施工さらには高度な草地管理が求められている。ま
た、近年の気候の変動などに伴いこれまでに比べ飼養管理が難しくなっ
てきている。これらため職員の負担が大きくなっており、今後適正な飼養
管理を行うために管理体制（宿直など）について再考の必要があると考え
る。

・適切な草地更新や雑草防除による粗飼料の増産により、購入飼料費の
低減など経費削減に努める必要がある。
・施設・機械の老朽化に伴う計画的な更新・修繕が必要である。
・気候変動により家畜の体調管理が難しくなっていることや職員の負担軽
減のため、家畜の事故や疾病対策の見直し及び改善により、さらに効率的
な生産・飼養管理を目指す必要がある。
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